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中 国の“近代化’ と “ 現 代 化
一－ 大 躍 進 期 の
はじめに
I 大捷誕f霊的の侵害iJC (¥":ft 
I “現代化”の主体的契機






















































































i＇；斉』 19fi7イド12月） 1:! 13ベ ·~ 0 
〔注2) 『人民日報J 1958年 3) ; 2211。
（注 3) 日尚六!lf「U本の近代化」（『現代の且スプ









































































































































































































たとえば，河南省長葛県；第一忠告社でか1.-, ,It t: 
ものは，前詳の耕i1Fが2fiセンチ，後枠はそれ主り
さらに23センーFi架い 2頭から：i政孝きで耕深50
































J ・－ 0 ウ
;_',:;/l fこ巨大な料開1M（士く !l）を俳く事実荷主【Jの導
入であり， ［＂要説icJでの行＇f井・労 ぴげ段階から，大

























1'1:4；頃を i孔：屯さ jしきた， It:土｛、ノ（＇）で /.i，ることを全l ！ 
る O オ f仁 j 〕 τ〉その Ji主開 j品程に［土， z~tl十；：信IJ/Jj ；ニ！ i'iJ カ 逼
わさ ζ〉をえ穴工いA巨、丹！，・ド主カ
いたjラ；アであるコ←｛手♂）持十起♂）段i析で， 以ヘ吊 f（をは










たことを’／； 1( ，＇史耕，：：に！貯金 tこ実／也＇； ;j L：五のよ刊行で
おりうそれ乞 •JIJ1i止C ~－ご全1hi(t1J ；三多！：巴・ぷ ti/lが 6ノVよ「》 jc 
る〕n f弓「う ・！てi'.fi}:)j:1)・a：コた現する leら；i,'f存－北の
1、井地はflt号｜、，，，三1一，＂＝







































浪双柱多歯砕士f'l:;」，「単法）＇.＇（ ,~! (/+26), 「斜歯行
子）f'IU+27) l 「水同円盤歯浪杷jil,j用器jく性別，「蒲



































g 1関 双輪双減Ii"＇治、九日文：年； ~ J.L!=i~桃f{"
ぐr'+'r0r) 「人民H報』 l 958if 4 J-l8 il。
42 
i'f,2図 新.rl:）長竿Jから改革された深耕常


























(i= l ) 
(it:2) 
『人 l•~ : I 1r記』 1958{!3 Jj 2211。




Ci主：l) 円＼民日報』 1958if 6月23汀。
（注 4) il本秀夫『中［，E<j農業投術体系の展開j アジ
ア経済仙究，i 1965年五千ージ。
〔注 5) 『人民 1報』 1958年 6月18110
〔十1:6) r人民 1-報』 1957年12月23円。




f-っアリll・れlことどけノλ 全；l:.1：の耕地＇. iJ' ：＇.の近
くに家土法：る。⑥村（））叫y ：ご） I 戸を掘る ！• !7ーたtl労働
力を手1]1/1，！司，＇0 ⑨冬正二［い： ; i地に肥料士Flt、でじ
き，夏と秋には作物を矧いでlnlる。⑨世iの'f!i:・,I，＂；虫
干害・耕地保全に関しては 11~ 人氏任制l とする。⑩ n?l$ v) 
地形をやj1 : ：；＇.，。⑪幹 ι I;"作業への参／；1：η
Ci主 g) 4、l与「大様；f仁止；：＇.Ii ）再詳細liJ 19 20ベ－
v。
Ci主10) 『人民日報』 1958'-1'・ 4 n 1611。
（注11) r人民日報』 1958年 3Jj 3 10 
（注12) 『人民日報』 1958>1 2月5「1, :¥ ij 2日。
（注l川 「人民日報』 1958；下 3J 3日。
（注14) 『人民日報』 1958年 4)]811.
Ci'i:15) 『人民li報』 1958 fj, 6月16日。
（注16' I 人民l報』 1%8；ド 6J1291L 
（注17) 「人民日報』 1958:17月 3IJ ! 
（注］科j '1,::; lん逸「が：U史被，農業工 1J (]'1 [ 1関経
済の長期i股'1阻』アンアfi育研’＇1¥:I町 19671!'.) 239-
240ベージ門
Ci主19) l円＇Ii,i¥ 『アグ l'iJ終法と熊：'tn ;, J 東京
大学出kS 1969年 4'.! n ーン。
Ci主20) [1］上書 112-113、－ / 0 
（注21) 熊代幸雄『比較農法論』 御茶 ，7)水 s官房
1969年 303ページ。
（注22〕 Ii本前掲，I[ '.!4 ＇←ジ。
（注Zl) 土：I U 前掲｝； 4βてージ。
Ci主24〕 向上書 96-97ページ。
Ci主25〕熊代前掲番 655-656ベージ。
（注＇.！ ti) r人民日報』 1958年 3月23rl0 
（注＇.！7〕 「人民日報』 l 95,<;:,・ 3月3Hlo
（注お） 「人民日報』 1958°! 4 fl 10日。
（注29〕 『人民日報』 1958年 7J 16日。
（注30) 「人民日報』 1958年 3月20110
中国の“近代化”と“現代化”


















































































































































































、に L、＼司 主観（ Jfいの 「i庄f-1:fヒjのifl千呈があ







性lであ，） ：（同釘ff,Jh二と」であ 3て守主流がjt.;_ 
哲学体系にお，，、て；士、いずれも変性しti., 、本来(I)
安が堅持され口、た〆，110, 0 佐立された主体が個で
r. , T山、、~＇ -L ~、ドヤ，ラ令Jζ 河’／｝こ 、 yζよ． ，記、す三しもなL、のである t
問題は J Jぎの点にある υ 現代における賢史の発
M；土， 「各私的Jでキ〉る志、どうカaにか，ぅ、わ「，－f'
お土そあらゆと〉主観の子を離れる方向を傾斜Lて
I，、 Iた二 L‘ こうしfこ傾i'Hi,近代に｛確立されι









｜件私的 l な主観を超えrl'iた次元での j七lri］主主見
性 （[nter凡LIhjekti,・i tat c= I日iu本：千二比1ft]L体代）jを提
l出3れる Lりであるが／J]],. ここで氏の理論の前提
レ伴、
- I，》、 ｝ご L、ζ，, .1 c；ノ p サー 1l-u > i 1:n主掛ド＼： ( fl It 

























































































































どが現実にお 1、、ごは. 1Y33年山じ、J トラ』政権{i/1(’
、'r.i近、二L ＇／ヤ系でふ p pた Yノサ－／l,i主大学を除ぞ：
され，大学構内への立入 I）禁止， ドイ、ソi母F'lで山
許·~（｝） 立与刊ペj再版 ι禁せられる，＿，ブ弓イブルヴに
おける fl；＇.［（｝〕生日はし fυ 、に孤独の影企l~長 ch, lY3約
半、その計後の病）;j'（を見4舞い. j~儀；こ今子lj iる（／）
：こさえ九〉たりしりすう '.><¥. !, ' L、J ハ七と
, I」（い｝そして二円十チス政権二そ， I（肢のlf且ど L、
7神話で十ってみ j"か心のλず；／j' 1・ l ' ti) tl'!lを民
1. -J J 人ふじゆるmiにわた tてf.[;iLfこ！）足引を確立
しとうえで，異質なものを強権で排除しごでもそ
; l :・' !c 絶け化して 1~ 限界に -tt(: L広げ i：ろとした、
i止代内悪Lき［師 i －身に体現 1,！こ史子だ pjこ山て








本命によ lご言え L司新たな歴史を切り 1fiL、よ二rji
[ Fjにおい； tt fことえそれが単ぷゐ ｝＂.；ぇ）jとv、う
ニと Eあ J 〕にい山己を給与tiヒし！ご｛むに押しつけ
てLぺ：程度を，，13大江間1fiと［ ご取り上げざるを
えは！ィ、肘史的な背｛；tかある J 二，） ) ；，＇；（、で文化大）革命





































ti）＇土‘内 flも lて十べ亡の先入見を離れている， f)l
j虫で事黙な長Eその姿である V ｛手！！をづ！こう J
山両宵大｜υ］川里の主盛貴：t、柴を皆f-l＇ζ むい
ていて司大風に会一 lて動けなくなぜjこ＂この経験
か：・，層、L力ノtut1.山 i',tJ:'，、を符 lご、 i十日：2ti二千ト 木材・鉄・
！主／：c.どv）付YI・七買い、政不fから小さい IL輪水Jl王を
貸与 Lごも「i • ~- c ,n,i~！ ftミ iこかか t二 士ぴ｝試み
J二付して． 今シ < ） 人；土空想、た ：ご ¥, 、十、大半円人が
主~f王Lγレj太／七とした 美子は彼l山、うこと金i昔iか
ないので、 ＿：；－ j二一 J て高往時Lてし t.＇；二 多く v>£1,f 
；｛序ベコ）（ I；元・十tlf；こし江品、 たのを． 大五売を花、＝
て，JIき受けて 1.(, ·）というが、態でふ，／こ••• "< L、
:. I, . -l.:式験とし、） H：こi土，めの気fいが」体どん
な仁のをIf. fこぴ）カ込見に行こうと．老L、1、1；，さも
「イ人以上の人刀々、主ー 1た～）豆1,J（ル：とわり Ii¥L，水
Id井f也iこ流jL/Hしfこカミー il fし（.＇）ひとどさ， グノ、コ
全一服するく「川、 ，！）時間て‘ 1,Ji.いド；土大）瓜でf徒ひ、持〔
yごし士｝た それ心、・， l tr;i'< iJ (' >IHl司ぺざ.）き




らは，作物を If£ 】よこらかじこ 1,-c ＼、々 、可＼ 1援にな
る司閑なことばかり L C , ・ゐとトってHt鱗され毛
主わけの人守治、ら i土皮肉をレわれたとい弓。章夫本反
全買う金がI;;) , , fこので守主を v Jくしご事央工上誌で
行けて t1・, ' Jニふと、村人に笑われるの会i泣けご





〕ゃく完成を見た乙 L、.－） ' ".j 







ある J 研究や実験l土、耕地で，河原や小JIド＇） rpで，
山L叶i：同i上で、i:lih'i¥1であるJCIUS＼二の年の 3月
から GflにかけてLt，その後の方向を決定するさ




にあ， pfニ農民にと ＇） ては，前例のないこうした試
みの主体としてー向 I＇，の努力で農業の基底を模索
してu、かなければならなかった時期であるの
J良民移i 恒 f"／~;J こう！いって皮肉られたというわ
1・1,4営工場はふんなに多いのに， t!l,具用のものが
ないのは市 pたことと。び Eつあんたが技ム師／，こな






























































































I ; I' l) 小山！大l'tf,jfif,:1; ' 1！千！i!I 12 -・1:3ベー
(it 2）『人jえ｜｜械』 1953：ド：lJ 2211 0 
(i]; 3) r人民 1報』 1958iド3J 3 1。
Ci主4) JI: Li，古「“近代化”へJ) . , ) ,) ）アプ，， ・i .! 
er思危1』 1963年llJJ) 1 叫 12ぺ・－ ', 0 
Ci：・ 5〕 E•H ・力← u' ・) ,: ' ,. I）ヅへの1t以』 )-, 
: i 1 ・'" 1964年 19ベ』 F
ハ｜村） iU I付、自l；「’｛甘い iAll'rfに｝じ＇， 1.il .~文化i
t :r I" Y, !1＇：史23』 口波／.fJ,i/ ]l)(ilJ;i ) ι1 l 1、ーン。
( i'7 t 永井開之助「車F，与FU(' , 1; ;~ I記長！ill'Wli
cu',J, 1：公論』 1974>1°12 / J) 60ページ。
〔itニ8) 「I-1 ソ． 「フゴ ・I, p ベ＇°也叩 J( J:i,i尺l「令：昨：；u
26ベ一ジ。
Cit 9) u」わ：ilj;『jil:界 1)1, 1,J .1: ，品：！r~N r'i＇構造』 ’幼1;,:
;¥f品J 1974'1 6 . 8ページ。 「？宇佐、性」七 Ii, j/_[(', 
i二J：＿観が常に各fl,山／ I ＼九n的なfV,J 
して f解される '・ パ モu, .t：鋭
<: 匁ノ：一認識する場合， い<i;<, i'! 1 _,j ,;1,1-J平年一客体
1 {j いう関係をもっそ 恥 I，，：た~ : いること。
「1-11.f!:Jとlt' ]i,'c＇.，；決I笹川二 1ft!,. J/ diJ , -0,) ！注意識l'
枠とあっ J，存体！＇］休は I/抑制内：： Lか犯保すろこ』が
できないとい 7考えゾj＇.を指寸。
（出10〕 中h存ー『返［I：］体ト巡の発Ip＇.と｜限界 J !.H京
た＂'f:tl Ii:;> 197411. 2 ・ 3ベージ。
I; J: ! l) Jl；、校 前十昌吉 rn iリJ
日七12) lム松捗『資本論ui': i') li." ,il諭；1 1974 
2向日 J ミ← J 。ここでフソ→ー，， ',i]，：＇，「Intersul】J-
ektivitatJ J：、;i{f,/iに関！ . I Ji[i,J , ~o'1'1 I;: L、し形符
, J l' l" HJ.il':;JとL、弓 i ＇） 【 !/I . p、1，上て“J七
[lij i• 制”ん ；J I i拡iI I！ぃ Jl、引い， I.i Iiされてい ζ
「！d j九JU：十パ、て il, u：引が「九官、（1＇りな I,のlか，，
「JUl,Ji観的」， -IJ{ IJM L：いし 「弁fl、性」を恒久 i',
る，Ii!r，＇が課題とむら。それに対して本稿では， 主観が
“！ π！ I州、. L I ・: 'l：付化 lt・ JXft .J, . 歴史的限界性
そ問題に jるo j, ｝ぺ ! "HI観的」に湊







CiU4) E・7 ッサ，ノレ『現匁’Fン・i'!＇.，心』 ，，・.）＂寸
J：バ 197:H 40-42へーシ。
(ii:J5) 本1w，己r現象学』 ti"君主 ,lt!,1, 1974 'I 41べ
島匂 ＂／。
(/1:16) ソッサーノレ『現象学の思念、」 16ベージ。
（注17) M ・メノレロ＝ポンティ『知覚の現象学 1』
/, ・fず兵隊 1973｛ド 12へージ。
UHS) 新l義弘『現象学とはMか』 紀伊国燈書J.I,
1974；ド；＇； 7 58ベーレ／。
(iJ:19) E・プッ -tr- Jレ！デカノレ l、i’'Jfl祭J（『I＂界 il!
れp,;il』） , 1 i：公論社 1974if: 295・トー J。
( i l".!0) 本 1 lfH醤書 83へ >,. 
(i}21) Jjiい美光行「E沢東I己主＼ 0 j （『アンア経済』




(i]:'.!:l) F人民t:l報』 1958年 6nらI!o 
Cil,2,l) i、人f1;日報』 1958年；lj :H 1。























































































































































































るG員法発展の結品ともし、うべき、 ：と (.') )jf1］が実現
され具体化されたflさ1守の新式農貝を原点としと，




































































































































































双3草苛I と在来 1；~からという二て＇） （＇） 系＇詰与のあ〉たこ



















































る｜ ,1 "・ iっその試みには、 卜分の必然性があ〆 pた
ヘイ、ベト -









十井±lien lrt 立てi二（定府し‘ 2 1)(c＇）木 1廷を古I)古i；を jょ
くして；)/i＜，役高；こ：奈かせて十井tてをも：j fJ）て L、
く員共 /jぎの上ーji二紹介されて L、る
二の主主畦器の;jJ,，出土、 i時がま 3寸一〈で， i1l伝品、
均等＇ Il主面が平整、 7水／；・；均等にinW、i'/，質良好、
効率高〈，役市に牢かせて !Oil寺間で約｛｝～ l20畝の！pf
立てがでぎ、 人力CJlfi～20／；干の効率がある（'I 27, ,.
これ i:町宮tjf日付円台I］》！二「／Jil是機 と呼ばれゐ
友田l:.Jcご可トハ新式投 1_とl,i］種のιのである。た








!is 3 図 -It 綿花 f＇，＇千戸
























祭 4図快速 ll 湾機
平田収機機
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(it 1〕 iて口朴郎「帝国主義時代の…・・J 409-410 
ベージ
G主2) 「ドイツ・イテ，・＂ヤー J 50ヘ シn
（注：l) 能代前掲許 S89 590ベー／。
（注 4〕 向上書 614ベージ。
Ci主5）向山 前掲書 76-77ベージ。
Ci主れ） 能；I; 前掲書 fi04 ・605ベ...
（注 7) ！ゼリl 前掲二特 別／ごージ。
（バ： 8 _I . ,:;_: ；°号 96-97・ 九
Cit 9〕 熊 代 前 十f1i芽乃03ベー〆 o
（同10) 『人民 fl報』 1958fj?. 7 J:1 1。
G主11l i一i'一
鉱大すご－。 l 1), L，その1;J；、：；従来の耕't己｛；？、 議 λ
長ねと同じ19科をもち，勝法体系ν）もつ7佐r,1としては
緊常化ナるの
Ciセ12) 物JI)[学にふうける「J鶏η料品j ") ti '.'·• pr，子へ
の導入.: : t l ンュタル lC.－？担 ’hどり先｛到lゥ.,P, I l，こう
した理ぷt'Jい1i rにつL、て ρ川 1；： 険討，，，でもい／… IYJifilす
るメノレロ＝ポンティリ「知悩，，聞論J C ｛，あわせナ，
課題J）ーっとしておきたい。




(il:17) Iミ・ J・ブォーヅス『技術の照史』 科波及
店 197:¥1; 109へージ η
（注目） ｛人民 I報』 195H:i '.-l月31IJ 0 
（詫Fl.1 _: ''f正之助『 i•lt1, i！与主史研究』 ;'.~ 1総合研
究所 1962•ド 738ヘジ。
（注20〕 『人民 fl報』 1958｛｝二 4 J J 7日。
（注21) ' l、民ll報』 1958:!9 Hl21l。
（淀2日） :・ ！、：・c1報』 l叫S8i;9月2昔日。
（注目〕 「人民I報』 19ss,r g月1011。
（注24）天野前掲者 731ベージ。
（注25) 『人民 l報』 1958年3月31目。
(i:l:2,i）『1本前掲出 Hi4 165ベ－ ; 0 
（注27) 円、民日報』 1958,i: 3月20打。
Ci主28〕天野白ij'l.¥書 804ベージ。
Ci主29) 『人民日報』 1958年6月25日。
〔j主30) 『人民 1報』 1958作9月26Ll。
rn三31) }~ 'lf 前掲吉 79:i、ージa
Ci主32) 「人民日報』 1958年10月28日。
（注33〕 「人民IJ報』 1959年12月17fl。
( i1'34) f人民｜｜報』 1958年4刀2411.
中国の“近代化”と“現｛にit”
Ci主35〕 ヲミ肝 lfi掲書 234-238ベージ。
おわり ,-‘」ー
腫史的変革過程に内在するさまざまの問題を顕
在化させる大躍進酒場jについて，本稿ではそこに
現われる顕著な特色，＠「現代化jの提唱、ゆ
58年7月を境に発展から均衡へと念、転回する農法
変事の試み，のニ点に着目し，一方は“近代”の
性格，他方は伝統的農法定式化の歴史過程』こ d八、
て，思い切って視野を拡げてし、く懸案の課題を取
り上げた。
第一点は，大躍進運動を現代史の中に位置づけ
る試みであふ“近代”を超克する限りで“現代”た
りうるといういi時代史的な性格に，・）いてである仁
さきに見たようにその超克とは，何らかの“理旭
型”を設定して，それによって“近代”を否定し
て＼.、くということではない。“近代”を“遅れたも
の”として排除していくとU、う ζ とであれば，結
局それは近代合理主義をそのまま踏襲する過程に
他ならない。 「現代北Jへの方向はそうした思考
方法をも含めて，すでに確立している前提を全面
的に否定していくところから出発する。否定の論
理におけるその前提，そこにおける“近代”から
の系譜こそが根底から覆えされていくのである。
第二点はその具体的な内容である。ここから農
法変革について，発展方向と均衡方向との融合過
程として動態的に把握さるべきという観点を提示
したが，この立言については，さらに継続的な検
討が必要である。
本稿の視野を集約していく，均衡の側面が強く
浮かび上がる大躍進後期を考察する際の課題であ
るが，この i試行jがはたして［錯誤Jの域を超
えうるかどうか。しばらく資料の整理に専念する
予定である。 （調査研究部）
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